
に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（1）第57号 2024年4月15日

No.57　2024年４月15日発行
一般社団法人 新潟県労働者福祉協議会
〒 950-0965 新潟市中央区新光町 6 番地 2 
Tel 025-281-0890　Fax 025-281-0891
E-mail ni-rfk@bz04.plala.or.jp
URL　http://www.niigataken-rofukukyo.com/
発行責任者　石本伸二ライフサポートセンター

　

３
月
３
日
（
日
）
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
の
大
研
修
室
に
お
い
て
「
奨
学

生
成
果
報
告
会
・
奨
学
金
無
料
相
談

会
」
が
ほ
ぼ
満
席
の
１
１
１
名
の
参
加

者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
県
労
福
協
が
参
加
し

て
い
る
新
潟
県
奨
学
金
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
未
来
応
援
奨
学
金
に
い
が
た
の
２
つ

の
団
体
が
実
行
委
員
会
を
結
成
し
て
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　

冒
頭
、
新
潟
県
奨
学
金
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
江
花
代
表
か
ら
「
誰
も
が
等
し
く

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

は
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
問
題
で

す
。
今
後
も
、
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
誰
も
が
教
育
機
会
を
平
等

に
享
受
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
」
と
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
来
賓
の
花
角
県
知
事
か
ら

は
「
給
付
型
奨
学
金
を
取
り
組
ん
で
い

る
皆
さ
ま
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

官
の
支
援
制
度
だ
け
で
は
カ
バ
ー
が
で

き
て
い
な
い
。
皆
さ
ま
の
よ
う
な
志
を

持
っ
た
思
い
の
あ
る
人
た
ち
が
必
要
。

引
き
続
き
皆
さ
ま
と
と
も
に
夢
を
追
い

か
け
て
挑
戦
で
き
る
、
学
ぶ
こ
と
の
で

き
る
新
潟
県
を
め
ざ
し
た
い
。
」
と
の

決
意
や
奨
学
生
に
対
し
て
の
激
励
の
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
奨
学
金
問
題
の
現
状
と
課

題
を
事
務
局
か
ら
説
明
し
、
参
加
者
全

体
で
の
共
有
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
給
付
型
奨
学
金
を
利
用
し

て
い
る
高
校
生
10
名
と
大
学
生
１
名
が

今
の
思
い
を
発
表
し
、
現
在
の
学
生
生

活
や
将
来
の
夢
、
支
援
へ
の
感
謝
な
ど

が
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
を
10
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
、
発
表
を
受
け
て
の
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

奨
学
生
の
生
の
声
を
聞
け
て
良
か
っ
た
、

こ
れ
か
ら
も
応
援
し
た
い
な
ど
の
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
成
果
報
告
会
を
開
催
し
て

い
く
と
と
も
に
、
奨
学
金
問
題
を
広
く

社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
給
付
型
奨
学
金

の
拡
大
や
教
育
費
の
軽
減
を
求
め
、
若

者
が
未
来
に
希
望
が
持
て
る
社
会
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
す
。

未
来
を
作
り
出
す
力
を
育
め
る
社
会
を
め
ざ
し
て

「
奨
学
生
成
果
報
告
会・
奨
学
金
無
料
相
談
会
」を
開
催

花角県知事からのあいさつ
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県
労
福
協
は
、
す
べ
て
の
人
間
の
尊
厳
が

何
よ
り
も
大
切
に
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
、
患
者
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
と
し
て
、

２
０
２
４
年
度
の
難
病
国
会
請
願
署
名
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
取
り
組
み
３
年
目
と
な
っ

た
今
回
の
活
動
は
、
３
月
20
日
現
在
、
１
３
，

４
７
６
筆
を
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
月
27
日
（
水
）
地
区
労
福
協
事
務
局
長

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
10
地
区
中
８
地
区
の
事
務
局
長
、

県
労
福
協
、
連
合
新
潟
、
新
潟
ろ
う
き
ん
福

祉
財
団
の
役
職
員
16
名
が
参
加
し
、
牧
野
理

事
長
か
ら
地
区
労
福
協
活
動
の
重
要
性
に
つ

い
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
一
年
間
の
活
動
の
評
価
・
反

省
と
次
年
度
の
活
動
計
画
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
地
区
労
福
協
活
動
の
充
実
強

化
に
向
け
、
よ
り
具
体
的
な
活
動
を
進
め
る

た
め
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
全
県
的
に
相
談
者
の
掘
り
起
し

に
向
け
た
取
り
組
み
の
意
思
統
一
を
行
い
ま

し
た
。

各
地
区
と
も
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
様
々

な
活
動
を
今
後
も
充
実
さ
せ
て
い
く
と
の
決

（
昨
年
９
，
７
５
６
筆
）

組
織
、
団
結
の
力
を
改
め
て
強
く
感
じ
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
関
係
各
位
の
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
要
請
事
項
が
早

期
に
解
決
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
Ｊ
Ｐ
Ａ
と

連
携
し
て
活
動
を
進
め
ま
す
。

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
一
方
で
活

動
を
広
げ
る
こ
と
の
難
し
さ
も
意
見
と
し
て

出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
す
べ
て
の
働
く
人
の
幸
せ
と
豊
か

さ
を
め
ざ
す
労
福
協
活
動
に
自
信
と
誇
り
を

も
っ
て
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
政
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
団
体
等
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
、
会
議
参
加
者
全
員
で
確

認
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま

の
地
区
労

福
協
活
動

へ
の
ご
理

解
と
ご
協

力
、
積
極

的
な
ご
参

加
を
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

国
会
請
願
署
名
活
動
報
告【
１
３
，４
７
６
筆
集
約
】

日
本
難
病・疾
病
団
体
協
議
会（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）

第
６
回
地
区
労
福
協

事
務
局
長
会
議

連合新潟（日本労働組合総連合会新潟県連合会）

労働相談ホットライン
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「あなたらしさ」が選べる生協、
コープデリです。

コープデリは、関東・信越１都７県で335万以上の世帯にご登録いただいている、日本最大の生協です。
たくさんの宅配サービスや生協があるなかで支持されている理由はきっと、それぞれの“ぴったり”が見つかるから。

原料へのこだわり、価格帯、家族の人数、etc…　どんなニーズもおまかせください。

今すぐ！ Webでお申し込み こちらからも
アクセスできます

コープデリが大切にしている６つのこと

豊かで楽しい
食卓へ。

安心して
家族へ。

声を
かたちに。

つながり、
育む。

「食べる」を
伝える。

未来に
つなげる。

コープデリなら、つかうほどじぶんらしくなれるあれこれが

選べる、見つかる。

ふだんのくらしに必要な
商品を提供し、

毎日のくらしに貢献します。

提供する全ての食品の
安全性の確保に
取り組みます。

組合員さんの声を
大切にしたコープ商品を
開発・提供します。

生産者と組合員さんを
つなぐ「産直」に
取り組みます。

食育「たべる、たいせつ」を
通じて食による健康なくらしを

提案していきます。

環境にやさしい
事業とくらしを目指します。

ご加入
手続き

は

簡単！ コープデリ　加入 検索
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２
月
28
日
（
水
）
第
１
回
地
方
労
福
協
会

議
が
、
東
京
都
千
代
田
区
の
連
合
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
全
国
47
の
地
方
労
福
協
の

役
員
が
参
加
し
、
新
潟
県
か
ら
は
石
本
専
務

理
事
が
参
加
し
ま
し
た
。

①
２
０
２
４
年
度
活
動
計
画
、
②
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
を
受
け
、
安
心
し
て
働

き
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
各
種
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
を
、
全
国
の
労
福
協
で
意

思
統
一
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て

２
０
２
３
全
国
福
祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活

動
総
括
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
21
日
（
木
）
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
労
福

協
第
２
４
２
回
幹
事
会
が
長
野
市
「
長
野
ホ

テ
ル
犀
北
館
」
に
お
い
て
、
11
都
県
の
労
福

協
か
ら
18
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
吉
成
会
長
、
長
野
県
労

福
協
・
中
山
会
長
の
挨
拶
の
後
、
中
央
労
福

協
・
南
部
事
務
局
長
が
当
面
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
は
、
①
２
０
２
４
年
度
の
日

程
、
②
第
15
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
に
つ
い
て
、

③
諸
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
、
福
祉

リ
ー
ダ
ー
塾
に
つ
い
て
は
、
６
月
11
日

（
火
）
～
12
日
（
水
）
（
１
泊
２
日
）
に
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

各
県
報
告
に
お
い
て
は
、
創
意
工
夫
し
て

労
福
協
活
動
の
推
進
に
向
け
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
実
践
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

新
潟
県
労
福
協
か
ら
は
、
「
県
知
事
要

請
」
「
勤
労
者
駅
伝
大
会
」
「
奨
学
生
成
果

報
告
会
・
奨
学
金
無
料
相
談
会
」
「
難
病
署

名
」
の
取
り
組
み
な
ど
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

２
月
26
日
（
月
）
長
野
県
労
福
協
・
中
山

理
事
長
が
来
所
さ
れ
、
能
登
半
島
地
震
の
義

援
金
と
し
て
30
万
円
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
労
福
協
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
、
東
京
労
福
協
、
栃
木
県
労
福
協
か
ら
の

義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
潟
県
内
の
各
地
区
労
福
協
か
ら

も
義
援
金
の
取
り
組
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

義
援
金
は
、
連
合
新
潟
の
災
害
救
援
カ
ン

パ
口
座
に
集
約
を
し
て
、
復
興
に
活
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か

い
励
ま
し
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
県
労
福
協
と
し
て
も
今
後
の
災
害
復
興

に
向
け
た
様
々
な
支
援
を
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

能
登
半
島
地
震

義
援
金
の
ご
報
告
と
御
礼

中
央
労
福
協

第
１
回
地
方
労
福
協
会
議

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
４
２
回
幹
事
会
報
告

義援金をいただいた団体 金　額
東部ブロック協議会（労福協） 200,000円
東京労福協 100,000円
栃木県労福協 100,000円
長野県労福協 300,000円
新潟県労福協 110,435円
上越地区労福協 53,631円
県央地区労福協 25,395円
糸魚川地区労福協 93,465円
柏崎地区労福協 37,134円
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新潟ろうきんとお取引がある、あるいはお取引を予定されている方で、
以下のいずれかの加入条件を満たす15歳以上の方となります。
　 新潟県内に居住または勤務する勤労者の方など
　 将来、新潟県内に居住または勤務する予定のある方

● 会報誌「夢咲Club通信」の発行
● 暮らしに役立つイベントなどの開催
● 安心の無料相談ネットワーク（弁護士無料法律相談、健康ダイヤルなど）

ご加入
いただける方

おもな活動と
会員サービス

ご加入は最寄りのろうきん本支店窓口へ。お問い合わせは新潟ろうきん夢咲Clubまで。

1
2

新潟ろうきん夢咲Club

新潟ろうきんの県内26店舗で入会手続きができます。
加入申込書は新潟ろうきんの全店舗に備え付けてあります。※入会金や会費は必要ありません

ご入会

新潟ろうきん夢咲Clubは
〈ろうきん〉に加入していない事業所にお勤めの方が

〈ろうきん〉を利用する際にご加入いただくメンバーズクラブです！

新潟ろうきん夢咲Clubは
〈ろうきん〉に加入していない事業所にお勤めの方が

〈ろうきん〉を利用する際にご加入いただくメンバーズクラブです！

新潟ろうきん夢咲Club 〒951-8113　新潟市中央区寄居町332番地38 新潟県労働金庫本店５階
TEL 025-201-8765　FAX 025-201-8755
https://www.n-yume.jp
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細
菌
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
②
亜
鉛
欠
乏

症
を
な
く
す
こ
と
③
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
摂
取

す
る
こ
と
が
重
要
。

第
４
講
座
は
、
こ
ど
も
の
い
じ
め
や
虐

待
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
と
状
態
な
ど
に

つ
い
て
講
演
。
「
女
の
ス
ペ
ー
ス
な
が
お

か
」
企
画
開
催
。
こ
ど
も
人
権
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
Ｃ
Ａ
ｐ
」
が
講
演
。
こ
ど
も
た

ち
の
「
①
安
心
②
自
信
③
自
由
」
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
学
校
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
紹

介
さ
れ
、
小
学
５
年
生
時
代
に
戻
っ
た
参

加
者
に
、
こ
の
場
合
は
？
こ
の
と
き
は
ど

う
す
る
の
？
な
ど
質
問
回
答
形
式
を
実
施
。

第
５
講
座
は
、
障
が
い
者
の
気
持
ち
、

障
が
い
者
へ
の
理
解
、
障
が
い
者
に
伝
え

る
や
り
方
な
ど
、
障
が
い
者
を
体
験
し
理

解
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
み
つ
ば
ち

隊
」
の
講
演
。
「
ゆ
い
ジ
ョ
ブ
な
が
お

か
」
企
画
。
疑
似
体
験
で
は
、
「
①
笹
団

子
②
ボ
ー
ル
③
ち
ょ
っ
と
④
ち
ゃ
ん
と
」

の
言
葉
か
ら
想
像
で
き
る
も
の
を
書
く
作

業
や
軍
手
を
両
手
に
は
め
た
状
態
で
シ
ー

ル
を
紙
に
移
す
作
業
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー

ム
な
ど
体
験
し
た
。
皆
さ
ん
想
像
し
て
書

け
ま
す
か
？
障
が
い
者
の
気
持
ち
が
少
し

わ
か
っ
た
よ
う
な
講
座
で
し
た
。

各
講
座
後
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

講
座
内
容
は
、
「
大
変
満
足
だ
」
と
い

う
回
答
が
多
数
あ
り
。
開
催
し
た
我
々
も

喜
ん
で
い
ま
す
。

次
年
度
以
降
に
開
催
し
て
ほ
し
い
課
題

は
、
１
位
は
「
食
」
に
関
す
る
こ
と
、
２

位
は
「
医
療
・
福
祉
・
介
護
」
、
３
位
は

「
農
業
」
に
関
す
る
こ
と
で
し
た
。

昨
年
10
月
頃
か

ら
、
企
画
開
催
団

体
と
折
衝
を
重
ね
、

よ
う
や
く
実
施
し

た
５
講
座
で
し
た
。

協
力
い
た
だ
い
た

開
催
団
体
を
は
じ

め
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
感
謝
し
、

来
年
も
継
続
し
て

な
が
お
か
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

【�

新
春
交
歓
会
】

１
月
12
日
（
金
）
ヒ
ス
イ
王
国
館
に
て

「
２
０
２
４
年
糸
魚
川
地
区
労
福
協
新
春

交
歓
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
潟
県
労
福
協
・
江
口
事
務
局
長
を
は

じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
ご
臨
席

い
た
だ
き
総
勢
64
名
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。元

日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
と
そ

の
後
余
震
が
続
き
自
粛
ム
ー
ド
も
あ
り
開

催
を
躊
躇
し

ま
し
た
が
、

地
域
経
済
の

活
性
化
に
よ

る
支
援
と
参

加
者
か
ら
の

義
援
金
を

募
っ
て
の
支

援
と
い
う
考

え
に
よ
り
予

糸
魚
川
地
区

長
岡
地
区

【
こ
ど
も
の
こ
と
を
も
っ
と

　
　
　
　
お
と
な
が
知
ら
な
き
ゃ
！
】

２
月
20
日
か
ら
３
月
２
日
の
間
、
「
２

０
２
４
な
が
お
か
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
。
企
画
開
催
団
体
の
協
力

で
５
講
座
を
行
い
、
３
４
５
名
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

第
１
講
座
は
「
①
差
別
の
な
い
こ
と
②

こ
ど
も
に
と
っ
て
最
も
良
い
こ
と
③
命
を

守
ら
れ
成
長
で
き
る
こ
と
④
こ
ど
も
の
意

見
の
尊
重
」
を
網
羅
し
た
「
こ
ど
も
の
権

利
条
約
」
策
定
を
求
め
、
新
潟
県
立
大
学

小
池
先
生
の
講
演
を
開
催
。
「
蔵
王
の
杜

プ
レ
イ
パ
ー
ク
」
が
企
画
開
催
。
今
、
新

潟
県
は
こ
ど
も
条
例
制
定
作
業
を
進
め
て

お
り
、
特
に
④
点
が
重
要
だ
。
こ
ど
も
は

自
分
に
関
係
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
自
由

に
意
見
を
表
す
こ
と
が
で
き
、
お
と
な
は

そ
の
意
見
を
こ
ど
も
の
発
達
状
態
に
応
じ

て
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
。

第
２
講
座
は
韓
国
映
画
「
あ
し
た
の
少

女
」
上
映
会
を
「
長
岡
ア
ジ
ア
映
画
祭
実

行
委
員
会
」
が
企
画
。
午
後
、
夜
の
２
回

実
施
。
午
後
は
退
職
者
連
合
の
会
員
が
多

く
参
加
。
韓
国
の
実
話
を
も
と
に
作
っ
た

映
画
で
、
制
度
の
犠
牲
に
な
っ
た
女
子
高

校
生
の
自
殺
を
受
け
、
真
実
を
解
き
明
か

す
刑
事
の
物
語
。
こ
の
映
画
は
、
韓
国
の

教
育
関
係
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
結

果
と
し
て
「
次
の
犠
牲
を
出
さ
な
い
」
運

動
が
起
き
、
国
の
法
律
改
正
に
結
び
付
い

た
。第

３
講
座
は
、
農
業
体
験
を
通
じ
て
、

ひ
き
こ
も
り
の
こ
ど
も
を
社
会
復
帰
さ
せ

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
福
祉
市
民
型
体

験
農
園
Ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
Ｒ
」
が
企
画
開
催
。

労
農
フ
ェ
ス
で
体
験
し
た
団
体
の
交
流
、

食
べ
物
と
腸
内
細
菌
の
関
連
な
ど
の
講
演

会
を
実
施
。
従
来
の
日
本
食
は
理
に
か

な
っ
て
お
り
、
食
事
を
意
識
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が

大
切
・
・
腸

を
よ
く
す
れ

ば
肌
も
よ
く

な
る
。
と
長

岡
中
央
病
院

の
高
橋
先
生

が
講
演
。
体

調
不
良
の
時

は
、
①
腸
内

地
区
労
福
協
か
ら
の

た
よ
り

新潟県労
福協
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も
の
で
し
た
が
、
本
年
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
、
豪
華
景
品
（
？
）
付
き
の
抽
選
会

を
取
り
入
れ
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
被
災
者
へ
の
義

援
金
カ
ン
パ
を
取
り
組
み
、
青
年
女
性
委

員
会
の
役
員
が
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
、

３
７
，
１
３
４
円
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。ご

来
賓
に
は
、
柏
崎
市
副
市
長
西
巻
様
、

県
労
福
協
会
長
牧
野
茂
夫
様
か
ら
ご
出
席

い
た
だ
き
、
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。　

満
席
と
な
る
68
名
の
参
加
で
、
夕
刻
か

ら
の
降
雪
に
め
げ
な
い
賀
詞
交
歓
会
に
な

り
ま
し
た
。

【
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
】

　
２
月
23
日
開
催
67
名
参
加

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
内
容

を
第
１
部
、
第
２
部
に
分
け
て
開
催
し
ま

し
た
。

第
一
部

柏
崎
市
元
気
支
援
課
の
方
か
ら
、
働
き

盛
り
の
年
代
の
自
殺
増
加
傾
向
の
現
状
を

踏
ま
え
、
副
題
を
、
「
あ
な
た
と
あ
な
た

の
大
切
な
人
の
為
に
」
と
し
て
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

講
座
を
通
し
て
、
「
気
づ
い
て
・
寄
り

添
っ
て
・
つ
な
が
っ
て
」
悩
み
事
に
「
耳

を
傾
け
」

相
談
窓
口

に
つ
な
ぐ

事
の
、
ゲ

ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
役

割
を
理
解

で
き
た
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部

「
ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な
付
き
合
い

方
」
と
題
し
て
、
関
病
院
阿
部
病
院
長
の

講
演
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
ス
ト
レ
ス
た
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
」
「
ス
ト

レ
ス
の
こ
と
を

知
り
、
対
処
法

を
身
に
付
け
る

こ
と
で
、
気
持

ち
が
楽
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
」
な
ど
の
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ

た
説
明
が
あ
り
、
講
演
後
は
、
自
身
の
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
阿
部
先
生
が
各

テ
ー
ブ
ル
を
回
り
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。

お
菓
子
を
つ
ま
み
な
が
ら
で
好
評
で
し
た
。

一
般
の
方
も
、
多
数
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。当

日
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
柏
崎
か
ら
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
開
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
箱
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

【
新
春
の
集
い
】

２
０
２
４
年
新
春
の
集
い
を
盛
大
に
開
催

1
月
25
日
（
木
）
18
時
30
分
よ
り
新
潟

東
映
ホ
テ
ル
に
於
き
ま
し
て
、
「
２
０
２

４
年　

新
潟
地
区
労
福
協　

新
春
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
さ

新
潟
地
区

定
通
り
開
催
し
ま
し
た
。

義
援
金
は
９
万
円
を
超
え
、
連
合
新
潟

を
通
じ
て
被
災
地
支
援
に
充
て
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
恒
例
の
大
抽
選
会
で
は
、
み
か

ん
１
箱
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
詰
め
合

わ
せ
な
ど
の
大
型
商
品
も
用
意
さ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
参
加
者
と
の
交
流
も
深

ま
り
ま
し
た
。

【
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
】

２
月
15
日
（
木
）
ヒ
ス
イ
王
国
館
に
て

「
２
０
２
４
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
部
は
「
医
師
中
村
哲
の
仕
事
・
働
く

と
い
う
こ
と
」
の
上
映
会
を
行
い
、
２
部

で
は
講
師
の
川
原
隆
哲
氏
（
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
）
か
ら
「
協
同
労
働
っ
て
何
？
」

と
題
し
て
労
働
者
協
同
組
合
法
に
つ
い
て

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

映
画
上
映
と
講

演
を
通
じ
て
、
労

働
者
が
自
ら
地
域

に
必
要
な
仕
事
を

起
こ
し
、
地
域
を

創
る
と
い
う
労
協

運
動
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。

新
年
、
１
月
９
日
（
火
）
ホ
テ
ル
ハ
イ

マ
ー
ト
に
お
い
て
、
上
越
地
区
労
福
協
主

催
の
「
２
０
２
４
年
新
春
交
歓
会
」
を
ご

来
賓
15
名
を
含
め
た
１
３
６
名
の
参
加
を

頂
き
、
賑
々
し
く
も
盛
況
に
開
催
し
ま
し

上
越
地
区

た
。
飯
田
会

長
の
年
頭
挨

拶
に
始
ま
り
、

ご
来
賓
よ
り
、

牧
野
理
事
長
、

梅
谷
衆
議
院

議
員
秘
書
熊

倉
様
、
城
戸

妙
高
市
長
、

大
山
上
越
産

業
部
長
、
本
山
上
越
商
工
会
議
所
副
会
頭

よ
り
新
春
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
続

い
て
、
連
合
新
潟
小
林
会
長
の
乾
杯
か
ら
、

労
働
組
合
・
労
働
金
庫
・
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
・
退
職
者
連
合
は
基
よ
り
、
各

級
議
員
や
行
政
関
係
者
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
横

山
副
会
長
の
締
め
で
、
新
春
の
集
い
を
終

え
ま
し
た
。

当
日
は
、
「
能
登
半
島
地
震
」
復
興
支

援
カ
ン
パ
を
行
い
、
５
３
，
６
３
１
円
の

義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

柏
崎
地
区

【
新
春
賀
詞
交
歓
会
】

　
―
祈
能
登
地
震
被
災
か
ら
の
復
興
―

柏
崎
地
区
労
福
協
主
催
で
「
新
春
賀
詞

交
歓
会
」
を
１
月
26
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
参
加
者
で
能
登
半
島
地
震
の
犠

牲
者
に
対
し
、
黙
と
う
を
捧
げ
、
賀
詞
交

歓
会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
の
賀
詞
交
歓
会
は
、
新
型
ウ
ィ
ル

ス
感
染
を
警
戒
し
、
着
座
を
基
本
と
す
る
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１
月
14
日
（
日
）
、
在
日
本
大
韓
民
国
民

団
新
潟
県
地
方
本
部
主
催
の
新
春
の
集
い
が

新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
国
会
議
員
、

各
級
議
員
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
迎
え
、

約
１
０
０
名
の
参
加
者
の
も
と
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
鄭
和
仁
団
長
か
ら
「
こ
れ
ま
で

は
両
国
の
関
係
の
こ
じ
れ
や
コ
ロ
ナ
禍
で
思

う
よ
う
な
交
流
会
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
日

は
、
思
う
存
分
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ

い
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
権
相
熙

韓
国
総
領
事
が
尹
大
統
領
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
新
潟
県
日
韓
親
善
協
会
片

桐
会
長
か
ら
「
戦
争
が
終
結
し
な
い
。
や
め

さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
平
和
を
目
指
す

に
は
民
間
交
流
が
大
切
。
あ
の
国
と
戦
争
し

た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
育
て
る
。
」
と

の
訴
え
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

余
興
で
は
、
国
際
音
楽
・
ダ
ン
ス
・
エ
ン

タ
テ
イ
メ
ン
ト
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま

し
た
。

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
な
ど
の
制
限
も

な
く
な
り
自
由
に
交
流
で
き
る
会
場
は
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
有
意
義
な
新
春
の
集
い
と

な
り
ま
し
た
。

れ
た
こ
と
を

受
け
、
４
年

前
の
規
模
に

戻
し
、
総
勢

１
４
７
名
の

参
加
の
も
と

盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

会
に
は
、

新
潟
県
労
福
協
の
牧
野
理
事
長
・
連
合
新

潟
の
小
林
会
長
並
び
に
新
潟
市
中
川
経
済

部
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
さ

ま
か
ら
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
開
会
に
先
立
ち
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
万
代
太
鼓
「
華
龍
」
に
よ
る
「
担

ぎ
太
鼓
・
篠
笛
・
獅
子
舞
万
代
太
鼓
」
が

華
や
か
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
実
に
4
年

ぶ
り
と
な
る
大
規
模
な
新
年
会
と
な
り
ま

し
た
が
、
席
を
移
動
し
て
の
交
流
も
多
く

見
受
け
ら
れ
、
互
い
に
活
発
な
交
流
が
図

ら
れ
、
楽
し
い
新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
は
、
「
能
登
半
島
」
を
震

源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
す
る
と
い
う
、

ま
さ
に
激
動
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
が
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
潟
地
区
労
福
協
と

し
て
も
社
会
福
祉
活
動
に
努
め
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
新
潟
市
へ
要
請
行
動
実
施
】

新
潟
地
区
労
福
協
で
は
新
潟
市
に
対
し

て
、
2
月
9
日
（
金
）
14
時
30
分
よ
り
新

潟
市
役
所
本
庁
に
お
い
て
、
労
働
者
福
祉

に
関
す
る
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

丸
山
会
長
よ
り
「
す
べ
て
の
働
く
人
の

幸
せ
と
豊
か
さ
を
目
指
し
て
連
帯
・
協
同

で
つ
く
る
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
」
の

実
現
を
目
指
す
労
福
協
の
取
り
組
み
方
針

に
理
解
を
い
た
だ
き
対
応
願
い
た
い
と
の

挨
拶
が
な
さ
れ
、
続
い
て
大
岩
事
務
局
長

よ
り
、
①
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
・
避

難
者
支
援
に
つ
い
て
②
格
差
貧
困
社
会
の

是
正
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化
に
つ

い
て
③
奨
学
金
制
度
の
拡
充
・
改
善
と
教

育
費
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
等
に
加
え
、

こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
の
対
応
に
つ
い

て
も
明
記
し
、
全
8
項
目
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
、
要
請
書
を
野
島
副
市
長
へ
提
出
し

ま
し
た
。
野
島
副
市
長
か
ら
は
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
へ
移
行

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
夏
の
猛
暑
や
物
価

の
高
騰
、
更
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
、
大
変
困
難
な
生
活
環
境
が
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
や
社
会
的
弱
者
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
等
を
中
心
に
市
と
し
て
の

情
報
の
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
性
を
保
ち
、
新

潟
市
独
自
の
支
援
制
度
等
も
検
討
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。
」
と
の
見
解
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

国
際
交
流

２
０
２
４
年
在
日
本
大
韓
民
国
民
団

�

新
潟
県
地
方
本
部
「
新
年
の
集
い
」
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【
２
０
２
３
年
度
報
告
書　

発
刊
】

２
０
２
３
年
度
の
受
託
研
究
と
し
て
、
新

潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ま
と
め
た
報
告

書
「『
超
高
齢
社
会
と
人
口
減
少
社
会
で
の

働
き
方
政
策
の
課
題
』
に
関
す
る
調
査･

研

究
―
少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
・
持
続
可

能
な
社
会
と
働
き
方
を
考
え
る
―
」（
２
０

２
４
年
３
月
発
刊
）
に
つ
い
て
、
今
年
度
も

引
き
続
き
貴
重
な
紙
面
を
頂
戴
し
、
概
要
紹

介
の
機
会
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。
今
回
紹
介
す
る
総
括
論

文
も
含
め
、
新
潟
県
労
福
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
お
い
て
全
文
が
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
公
開
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
連
載
が
ご
活
用
い
た
だ
く
際
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

昨
年
５
月
、
新
型
肺
炎
感
染
症
の
類
型
が

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
と
な
り
、

人
口
移
動
に
つ
い
て
も
東
京
一
極
集
中
へ
の

回
帰
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
の
変
化
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。
今
次
報
告
書
に
お
い
て
は
、
そ

の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
人
口
減

少
や
超
高
齢
社
会
の
問
題
を
捉
え
な
が
ら
、

求
め
ら
れ
る
持
続
可
能
な
社
会
と
働
き
方
と

は
何
か
を
考
察
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

総
括
論
文
に
つ
い
て
は
、
横
田
昌
三
氏

（
元
内
閣
専
門
調
査
員
）
か
ら
執
筆
い
た
だ

き
、
テ
ー
マ
別
論
文
は
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
メ
ン
バ
ー
が
担
当
し
た
。

今
回
は
、
横
田
氏
の
総
括
論
文
に
つ
い
て

概
要
を
紹
介
し
た
い
。

【
持
続
可
能
な
社
会
と
す
る
た
め
に
】

日
本
創
成
会
議
が
「
消
滅
可
能
性
都
市
」

を
公
表
し
た
２
０
１
４
年
以
降
、
当
時
の
安

倍
政
権
に
よ
る
「
地
方
創
生
」
路
線
が
始
ま

り
、
少
子
・
高
齢
、
人
口
減
少
社
会
と
東
京

一
極
集
中
是
正
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
掲
げ

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
流
れ
は
止
ま

る
こ
と
な
く
、
目
標
は
先
延
ば
し
に
さ
れ
て

い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ

れ
ば
、
２
０
４
０
年
か
ら
す
べ
て
の
都
道
府

県
で
人
口
が
減
少
し
、
そ
の
後
は
多
く
の
地

域
で
高
齢
者
の
人
口
も
減
少
す
る
と
い
う
。

と
り
わ
け
、
新
潟
県
の
人
口
は
３
割
以
上
少

な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
状
況
は
よ

り
深
刻
で
あ
る
。
人
口
減
少
は
生
産
・
経
済

活
動
の
縮
小
・
後
退
を
も
た
ら
し
、
税
収
の

縮
小
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
喪
失
、
社
会

保
障
費
増
大
な
ど
に
よ
る
財
政
の
悪
化
に
つ

な
が
り
、
そ
の
一
方
で
、
地
域
の
担
い
手
の

減
少
が
社
会
的
基
盤
領
域
の
需
要
に
応
え
き

れ
な
い
事
態
を
生
み
出
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

横
田
氏
は
、
少
子
・
高
齢
、
人
口
減
少
の

影
響
は
、「
２
０
２
４
年
問
題
」
と
い
わ
れ

る
物
流
や
地
域
公
共
交
通
で
の
労
働
力
不
足

と
い
う
形
で
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
、
リ
ク
ル
ー
ト
の
研
究
機
関
の
報
告

書
な
ど
に
も
触
れ
な
が
ら
、「
労
働
供
給
制

約
社
会
」（
労
働
の
担
い
手
と
な
る
現
役
世

代
の
割
合
が
不
足
す
る
社
会
）
の
あ
り
様
を

述
べ
て
い
く
。

横
田
氏
は
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、「
ほ

か
の
地
域
と
移
住
者
を
奪
い
合
う
」
こ
と
で

は
解
決
で
き
る
も
の
で
な
い
点
を
明
確
に
指

摘
し
、
社
会
全
体
の
構
造
的
な
解
決
を
図
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
く
。
そ
し
て
、

地
域
の
雇
用
、
生
活
を
支
え
る
小
規
模
事
業

者
、
地
域
の
文
化
へ
の
支
援
強
化
な
ど
の
必

要
性
と
と
も
に
、
自
治
体
に
対
し
て
は
、「
住

民
福
祉
の
増
進
」
と
い
う
本
来
持
つ
最
大
の

任
務
こ
そ
が
、
人
口
減
少
の
な
か
で
持
続
可

能
な
社
会
を
つ
く
る
鍵
で
あ
る
と
説
く
。「
大

規
模
、
集
中
、
グ
ロ
ー
バ
ル
」
か
ら
「
小
規

模
、分
散
、ロ
ー
カ
ル
」
へ
と
の
視
点
が
、「
経

済
活
動
の
た
め
の
都
市
」
か
ら
「
生
活
の
た

め
の
都
市
」
へ
転
換
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
と
い
う
希
望
を
私
た
ち
に
提
示
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
、「
地
方
分
権
（
権
限
）」、「
地

方
分
散
（
財
源
、
人
材
）」
を
ど
れ
だ
け
進

め
ら
れ
る
か
が
問
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
自
治
体
の
担
い
手
不
足
に
つ
い
て

も
論
及
し
て
お
り
、
自
治
体
職
員
の
減
少
が
、

た
と
え
ば
能
登
半
島
地
震
に
際
し
て
、
ど
の

よ
う
な
現
実
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
の
か
と
い

う
事
例
も
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
中
低
所
得
者
層
、
女
性
、
中

小
ビ
ジ
ネ
ス
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
へ
の

公
正
な
融
資
を
金
融
機
関
に
義
務
づ
け
、『
地

域
全
体
の
需
要
』
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
す
る
日
本
版
『
地
域
再
投
資
法
』」
を

は
じ
め
、
法
制
度
の
提
案
が
列
挙
さ
れ
て
お

り
、
国
政
の
政
策
の
現
場
で
も
活
躍
さ
れ
て

い
る
横
田
氏
ら
し
い
論
考
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
横
田
氏
は
、
新
自
由
主
義
的
政
策

が
も
た
ら
し
た
少
子
化
・
人
口
減
少
に
対
し

て
、
破
壊
さ
れ
た
コ
モ
ン
（
共
有
財
・
公
共

財
）
を
再
生
し
、
管
理
す
る
「
自
治
」
の
力

を
育
て
る
必
要
性
を
強
調
す
る
。
そ
の
意
味

で
「
職
場
と
つ
な
が
り
地
域
に
根
ざ
す
」
意

義
は
大
き
く
、
労
働
者
福
祉
協
議
会
と
多
く

の
勤
労
者
へ
の
期
待
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

国
や
県
内
各
自
治
体
の
今
年
度
の
予
算
は
、

こ
う
し
た
議
論
に
か
な
う
も
の
と
な
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
地
域
レ
ベ
ル
で
の
学
習
会
等

の
際
に
も
、
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
う
も
の
で
あ
る
。

（
文
責
・
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

�

齋
藤　

喜
和
）

持
続
可
能
な
社
会
と
働
き
方
を
考
え
る

　―
 

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
の
現
実
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
希
望
は ― １

調
査
・
研
究
事
業
報
告

２
０
２
４
年
度



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（10）第57号 2024年4月15日

だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
地
域
や
仲
間
づ
く
り
を

労
福
協
活
動
の
中
心
に
す
え
て
取
り
組
み
た

い
。

❖
そ
の
一
方
で
、
地
震
や
津
波
の
偽
情
報
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
大
量
に
流
さ
れ
た
と
い
う
。
発
信

元
は
途
上
国
が
多
く
、
偽
情
報
で
閲
覧
数
を

稼
ぎ
、
広
告
収
入
を
得
る
の
が
目
的
ら
し
い
。

Ａ
Ｉ
な
ど
を
使
っ
て
簡
単
に
動
画
な
ど
の
捏

造
も
で
き
て
し
ま
う
そ
う
だ
。
驚
く
よ
う
な

情
報
な
ど
を
見
た
ら
、
一
呼
吸
置
い
て
冷
静

に
物
事
を
見
極
め
る
目
と
本
質
を
見
抜
く
見

識
を
持
ち
た
い
。

❖
便
利
な
世
の
中
に
な
る
こ
と
は
す
ば
ら
し

い
こ
と
だ
が
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
を
生
き

て
き
た
筆
者
に
と
っ
て
の
常
識
は
、
今
の
非

編
集
後
記

❖
元
日
に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
は
３
か
月

た
っ
た
今
で
も
８
０
０
０
名
を
超
え
る
避
難

者
が
い
て
、
断
水
も
続
い
て
い
る
場
所
が
あ

る
。
新
潟
県
内
も
含
め
て
復
興
は
遅
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
そ
れ
で
も
厳
し
い
冬
を
乗
り
越

え
、
春
は
訪
れ
、
陽
光
は
降
り
そ
そ
ぐ
。
復

旧
・
復
興
を
急
ぎ
た
い
。

❖
改
め
て
自
然
災
害
の
怖
さ
と
災
害
へ
の
備

え
の
必
要
性
、
そ
し
て
助
け
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
痛
感
し
た
。
「
助
け
て
」
と
言
え
る
、

「
助
け
て
」
と
言
い
や
す
い
地
域
や
関
係
性

を
つ
く
る
こ
と
は
重
要
な
防
災
対
策
に
な
る

今 後 の 日 程
４月 12日（金）中央労福協学習会（web）

	 中央労福協奨学金問題対策委員会（web）
15日（月）にいがた協同ネット企画会議
� （勤労福祉会館）
24日（水）中央労福協第２回幹事会（web）
	 新潟県日韓親善協会理事会
� （新潟東映ホテル）
25日（木）新潟市PS第1回支援調整会議
� （勤労福祉会館）
26日（金）�こくみん共済ｃｏｏｐ新潟推進本部代表委

員会（ｃｏｏｐ会館）
27日（土）第95回新潟県中央メーデー（新潟市中央区）

５月
　
　

8日（水）	 新潟県日ロ親善協会幹事会
� （新潟東映ホテル）
9日（木）	 中央労福協第2回生活・就労支援連絡会議
� （web）
15日（水）�新潟県労福協第37回チャリティーゴルフ大

会（フォレストカントリー倶楽部）
16日（木）中央労福協学習会（web）
17日（金）定期監査（勤労福祉会館）
21日（火）新潟県日韓親善協会総会（新潟東映ホテル）
23日（木）新潟市PS第2回支援調整会議
� （勤労福祉会館）
24日（金）県労福協第147回理事会（勤労福祉会館）

６月 6日（木）～８日（土）
	 中央労福協全国研究集会（沖縄県）
11日（火）～ 12日（水）
	 東部ブロック第15期福祉リーダー塾
� （静岡県三島市）
12日（水）新潟県日ロ親善協会総会（新潟東映ホテル）
15日（土）消費生活ネットワーク総会（勤労福祉会館）
20日（木）新潟県労福協第47回定時総会
� （新潟東映ホテル）
21日（金）�こくみん共済ｃｏｏｐ新潟推進本部代表委

員会（ｃｏｏｐ会館）
	 長岡地区労福協総会

（長岡市連合中越地協事務所）
25日（火）新潟県労働金庫第72回通常総会
� （ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟）
27日（木）新潟市PS第3回支援調整会議
� （勤労福祉会館）

７月 5日（金）～ 6日（土）
	 新潟県労福協第11期福祉リーダー塾
� （万代シルバーホテル）

常
識
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
よ
う
だ
。

意
味
不
明
の
カ
タ
カ
ナ
語
が
多
く
な
っ
て
き

た
。
時
代
遅
れ
と
い
わ
れ
な
い
た
め
に
も
、

自
分
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら

「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
そ
う
だ
。

❖
先
日
、
給
付
型
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
高

校
生
の
成
果
報
告
会
を
開
催
し
た
。
希
望
に

満
ち
た
将
来
を
め
ざ
し
て
授
業
や
部
活
動
に

取
り
組
む
姿
勢
は
、
す
が
す
が
し
い
感
動
を

与
え
て
く
れ
た
。
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い

る
奨
学
金
問
題
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

の
必
要
性
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

❖
株
価
は
最
高
値
更
新
、
春
闘
は
賃
上
げ
額

が
過
去
最
高
な
ど
の
景
気
の
い
い
話
が
聞
か

れ
る
の
は
う
れ
し
い
話
だ
。
し
か
し
、
実
感

と
し
て
感
じ
ら
れ
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

労
福
協
が
受
託
し
て
い
る
「
生
活
困
窮
者
自

立
相
談
支
援
事
業
」
の
現
場
で
は
、
容
赦
の

な
い
物
価
高
騰
が
困
窮
者
を
直
撃
し
て
い
る
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
配
布
す
べ
き
食
料
が
集
ま

ら
ず
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
と
い
う
。
新
年

度
を
迎
え
た
今
こ
そ
格
差
や
貧
困
の
な
い
社

会
の
実
現
も
決
意
を
新
た
に
取
り
組
み
た
い
。

❖
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
し
い
出
会

い
や
出
来
事
が
待
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
皆

さ
ま
に
す
ば
ら
し
い
出
会
い
と
幸
福
が
訪
れ

ま
す
よ
う
に
。

�

（
新
光
町
の
疾
風
怒
涛
）


